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：世界に希望を生み出そう
：人生を豊かにする、あなたのSmile

本日の卓話者ご紹介
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　平塚市中央図書館奉仕担当の腰越です。本日は貴重な
機会をいただきありがとうございます。今日は皆さんに
図書館をより好きになっていただきたいと思って参りま
した。　
　１「真理はわれらを自由にする」国立国会図書館法前
文より
　図書館は本の貸出・返却をするだけの場所ではありま
せん。図書館法には、図書館の目的が次のように書かれ
ています。「図書、記録その他必要な資料を収集し、整
理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その教養、調
査研究、レクリエーション等に資すること」。図書館は
あらゆる情報を集め、活用できるように保存しています。
初めに掲げた国立国会図書館法の前文の言葉のとおり、
情報を広く誰でも、必要な時に使えるようにすることが、
一人一人の人生を豊かにしたり、社会を作ったりするこ
とにつながると考えるからです。
　２「図書館は成長する有機体である」

39(39) 2 41 64.06

卓 話

「誰もがいきいきと学べ、
自慢できる 「お役立ち図書館」を目指して

～これからの平塚市図書館～」

　図書館学の父といわれるランガナタンの言葉です。図
書館は建てられて終わりではなく、日々育っていくもの
です。昨今国内各地で注目を集めている新しい図書館を
いくつかご紹介します。

　●大和市文化創造拠点シリウス　
　●小田原駅東口図書館　
　●石川県立図書館　
　●神奈川県立図書館　

　図書館は電子も含む情報拠点として、人が集まり、交
流する場としてますます成長していくと考えられます。
情報と人が集まる、誰もが入りやすく滞在しやすい、と
いった特性を生かし、観光や地域振興の拠点としても注
目されています。
　最後に、平塚市図書館の近年特にご紹介した取り組み
をいくつかお話しします。
　３「誰もがいきいきと学べ、自慢できる『お役立ち図
書館』」　平塚市図書館サービス方針

　●平塚市電子図書館
　電子書籍はスマホやタブレットを使っていつでも、ど
こでも読書を楽しむことができるだけではなく、文字の
大きさを変えたり、読み上げ機能を使ったりできる資料
もあり、活字の本が読みにくい方にもおすすめです。昨
年１２月からは市内小中学校の児童・生徒に配付されて
いるタブレットからも平塚市電子図書館が使えるように
なりました。
　
　●デジタルアーカイブ
　図書館が所蔵する東海道五十三次の浮世絵や１９５０
年発行の『旭村勢要覧』など、貸出できない貴重な地域
資料を中心にデジタル化し、いつでもご覧いただけるよ

平塚市教育委員会社会教育部　中央図書館
奉仕担当　主査　腰越 未樹

平塚市教育委員会社会教育部　中央図書館
奉仕担当　主査　腰越 未樹様

うに公開しています。
　
　●ブックスタート
　地域のボランティアさんが赤ちゃんとの絵本の楽しみ
方を伝え、１冊プレゼントする運動です。平塚では平成
１７年にはじまりました。赤ちゃんとお家の方が絵本を
とおして心を通わせていただけることを願って続けられ
ています。
　
　●地域資料コーナー
　平塚ゆかりの作家の作品や平塚に関する資料などを収
集、保存しています。皆さんも何か出版されましたらぜ
ひご寄贈ください。地域の作家の方と連携し、出版記念
のイベントなども開催させていただけると幸いです。
　
　●レファレンス
　図書館の調べもの支援をレファレンスといいます。馬
入橋の名前の由来や、魚のさばき方など様々な質問をお
受けします。インターネットで調べれば大抵のことが分
かる時代ですが、より深く正確な情報が必要な時にはま
だまだ本と司書が活躍します。博物館や他の図書館とも
連携し、情報を提供します。　
平塚市図書館は、皆さんのお役に立つ図書館を目指して
います。図書館は使っていただいて成長します。こんな
情報がほしい、こういったことを学びたいなどリクエス
トをお寄せいただき、ぜひ一緒に図書館を育ててくださ
い。
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　平塚市中央図書館奉仕担当の腰越です。本日は貴重な
機会をいただきありがとうございます。今日は皆さんに
図書館をより好きになっていただきたいと思って参りま
した。　
　１「真理はわれらを自由にする」国立国会図書館法前
文より
　図書館は本の貸出・返却をするだけの場所ではありま
せん。図書館法には、図書館の目的が次のように書かれ
ています。「図書、記録その他必要な資料を収集し、整
理し、保存して、一般公衆の利用に供し、その教養、調
査研究、レクリエーション等に資すること」。図書館は
あらゆる情報を集め、活用できるように保存しています。
初めに掲げた国立国会図書館法の前文の言葉のとおり、
情報を広く誰でも、必要な時に使えるようにすることが、
一人一人の人生を豊かにしたり、社会を作ったりするこ
とにつながると考えるからです。
　２「図書館は成長する有機体である」 クラブ会報・ＩＴ委員会　◎ 松本崇　○ 平井敬規　鈴木成一　青山紀美代

卓話・行事予定

市内例会変更

メークアップ（MUP) 1名

ゲスト 4名

ビジター 0名

2月15日(木)
2月22日(木)

今週のお祝い

小林誠会員
相山洋明会員
守屋宣成会員

又城雅弘会員
塚田順朗会員
下里幸平会員

前・経済産業省　地域振興研究家 山北和徳様
祝日週につき休会

本日のスマイル 11名

現在ございません

委員会報告

幹事報告

〇クラブ・ラーニング委員会　平井敬規副委員長
　2/15(木)18:30より第2回会員研修セミナーを開催します。
　場所は商工会議所特別会議室です。出席される方は活動
　計画書をご持参下さい。清水裕会員によるロータリーに
　ついての講演となります。

〇青少年委員会　青山紀美代委員長
　平塚市少年少女マラソン大会が3/2(土)に開催されます。
　集合は8:30レモンガススタジアム入口で、9:00から開会
　式、9:45選手のスタートとなります。お手伝いの内容は選
　手達が走る走路に沿って旗を持って立っていただきます。
　多くのご協力をお願いいたします。

清水雅広会員

◎第８グループ IMについて
　先週2/3（土）に平塚プレジールにて23-24年度IMが無事
　に行われました。多くの会員にご出席頂き、ありがとうご
　ざいました。

◎ロータリー手帳について
　2024-25年度版「ロータリー手帳」の予約申し込みを回覧
　しております。一冊660円です。お申し込みの方はご記入
　願います。
　締切は2月15日（木）といたします。

　図書館学の父といわれるランガナタンの言葉です。図
書館は建てられて終わりではなく、日々育っていくもの
です。昨今国内各地で注目を集めている新しい図書館を
いくつかご紹介します。

　●大和市文化創造拠点シリウス　
　●小田原駅東口図書館　
　●石川県立図書館　
　●神奈川県立図書館　

　図書館は電子も含む情報拠点として、人が集まり、交
流する場としてますます成長していくと考えられます。
情報と人が集まる、誰もが入りやすく滞在しやすい、と
いった特性を生かし、観光や地域振興の拠点としても注
目されています。
　最後に、平塚市図書館の近年特にご紹介した取り組み
をいくつかお話しします。
　３「誰もがいきいきと学べ、自慢できる『お役立ち図
書館』」　平塚市図書館サービス方針

　●平塚市電子図書館
　電子書籍はスマホやタブレットを使っていつでも、ど
こでも読書を楽しむことができるだけではなく、文字の
大きさを変えたり、読み上げ機能を使ったりできる資料
もあり、活字の本が読みにくい方にもおすすめです。昨
年１２月からは市内小中学校の児童・生徒に配付されて
いるタブレットからも平塚市電子図書館が使えるように
なりました。
　
　●デジタルアーカイブ
　図書館が所蔵する東海道五十三次の浮世絵や１９５０
年発行の『旭村勢要覧』など、貸出できない貴重な地域
資料を中心にデジタル化し、いつでもご覧いただけるよ
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結婚祝い    ・・・

卓話者ご紹介

【プロフィール】
平塚市中央図書館　奉仕担当　主査
（司書・絵本専門士）
【生年月日】　１９８６年１月生まれ
【出身地】　平塚市
【経　歴】    ２００９年　平塚市役所入庁（市民課）
  　　　　  ２０１２年　中央図書館に配属
【趣　味】　読書・旅行

腰越　未樹（こしごえ　みき）様

平塚市教育委員会社会教育部　中央図書館
　　　　　　　奉仕担当長　仁和佳代子様
平塚市教育委員会社会教育部　中央図書館
　　　　　　奉仕担当　主査　腰越未樹様
(株)JTB神奈川西支店　支店長　阿形将之様
(株)相原設備　代表取締役　　  相原直子様

うに公開しています。
　
　●ブックスタート
　地域のボランティアさんが赤ちゃんとの絵本の楽しみ
方を伝え、１冊プレゼントする運動です。平塚では平成
１７年にはじまりました。赤ちゃんとお家の方が絵本を
とおして心を通わせていただけることを願って続けられ
ています。
　
　●地域資料コーナー
　平塚ゆかりの作家の作品や平塚に関する資料などを収
集、保存しています。皆さんも何か出版されましたらぜ
ひご寄贈ください。地域の作家の方と連携し、出版記念
のイベントなども開催させていただけると幸いです。
　
　●レファレンス
　図書館の調べもの支援をレファレンスといいます。馬
入橋の名前の由来や、魚のさばき方など様々な質問をお
受けします。インターネットで調べれば大抵のことが分
かる時代ですが、より深く正確な情報が必要な時にはま
だまだ本と司書が活躍します。博物館や他の図書館とも
連携し、情報を提供します。　
平塚市図書館は、皆さんのお役に立つ図書館を目指して
います。図書館は使っていただいて成長します。こんな
情報がほしい、こういったことを学びたいなどリクエス
トをお寄せいただき、ぜひ一緒に図書館を育ててくださ
い。

◎寄付金領収書について
　2023年1月から11月までの寄付金の申告用領収書を本日
　お渡ししています。
　必ずお持ち帰りください。受け取られたら、領収書のお名
　前の確認をお願い致します。

会長より誕生日祝いを
受け取られた相山洋明
会員(左)




